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毎
年
恒
例
と
な
っ
た
尾
張

名
古
屋
の
職
人
展
が
9
月
27

日
㈮
～
29
日
㈰
の
3
日
間
、

名
古
屋
市
中
区
栄
の
オ
ア
シ

ス
21
「
銀
河
の
広
場
」
と

N
H
K
「
プ
ラ
ザ
ウ
ェ
ー
ブ

21
」
で
開
催
さ
れ
た
。

7
月
か
ら
続
い
た
酷
暑
も

一
段
落
し
、
会
場
は
大
勢
の

来
場
者
で
賑
わ
い
、
建
築
板

金
競
技
大
会
の
課
題
作
品
の

（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ピ
ッ
チ
ャ
ー
）

が
3
日
間
で
8
台
全
部
売
り

切
れ
た
。
又
、
は
ち
丸
く
ん

の
銅
板
レ
リ
ー
フ
体
験
販
売

は
子
供
達
に
大
好
評
で
、
他

の
は
ち
丸
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
ペ

ン
ダ
ン
ト
等
去
年
の
2
倍
近

く
の
売
れ
ゆ
き
で
し
た
。

29
日
㈰
は
中
川
・
港
支
部

の
佐
々
木
利
浩
氏
に
よ
る
、

亜
鉛
板
金
で
「
中
バ
ケ
ツ
」

の
製
作
実
演
が
行
わ
れ
、
来

場
者
が
興
味
深
そ
う
に
見
学

名
古
屋
・
尾
張
板
金
連
合
会

名
古
屋
・
尾
張
板
金
連
合
会

合
同
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催

合
同
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催

9
月
8
日
㈰
全
板
国
保
愛

知
支
部
、
愛
知
県
板
金
工
業

組
合
の
共
催
に
て
毎
年
恒
例

の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。
今
回
は
名
古
屋
板

金
連
合
会
が
担
当
し
、
名
古

屋
市
緑
区
大
高
の
名
古
屋
グ

ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル
に
組
合
員
と

そ
の
家
族
、
協
賛
会
社
の

方
々
総
勢
126
名
が
参
加
し
た
。

ま
ず
名
古
屋
板
金
連
合
会

の
後
藤
会
長
、
続
い
て
来
賓

の
小
野
寺
理
事
長
が
挨
拶
さ

れ
た
。
次
に
協
賛
会
社
16
社

と
ゲ
ー
ム
に
参
加
す
る
5
社

8
名
の
方
が
紹
介
さ
れ
た
。

小
野
寺
理
事
長
の
始
球
式

の
後
、
一
斉
に
ゲ
ー
ム
ス

タ
ー
ト
。
広
い
フ
ロ
ア
が
一

気
に
賑
や
か
に
な
っ
た
。

ゲ
ー
ム
終
了
後
、
別
室
に
移

り
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

ル
ー
ル
は
毎
年
同
様
2
ゲ
ー

ム
の
ト
ー
タ
ル
に
よ
り
順
位

が
決
定
さ
れ
上
位
入
賞
者
、

飛
び
賞
、
ブ
ー
ビ
ー
賞
な
ど

参
加
賞
の
他
に
幅
広
く
賞
品

が
配
ら
れ
、
楽
し
い
ひ
と
時

が
過
ご
せ
た
。

男
子

　
優
勝	

藤
井
敏
昭	

444

　
2
位	

河
野
恵
多	

367

　
3
位	

石
原
聡
史	

344

女
子

　
優
勝	

近
藤
里
美	

329

　
2
位	

山
口
鈴
子	

313

　
3
位	

今
枝
由
美
子	

288

協
賛
会
社

㈱
池
田
商
店	

㈱
森
口
健
商	

斎
田
㈱	

初
穂
商
事
㈱

石
原
機
械
㈱

㈱
𠮷
川
商
会

㈱
野
々
山
商
店

角
建
材
㈱

㈱
コ
ウ
ト
ク
金
属

ハ
ー
ツ
カ
ネ
シ
ョ
ウ
㈾
近
藤
商
店

㈱
セ
キ
ノ
興
産
小
牧
支
店

㈱
メ
ト
ー
カ
ケ
フ

し
て
い
た
。
佐
々
木
氏
は
相

当
練
習
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、

当
日
は
3
個
製
作
し
、
な
か

な
か
の
出
来
映
え
で
全
部
完

売
し
た
。

去
年
は
最
終
日
が
台
風
17

号
の
影
響
で
昼
で
中
止
と

な
っ
た
が
、
今
年
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
組
合
員
の
協
力

の
元
、
無
事
終
了
し
た
。

伊
藤
勲
（
中
川
・
港
支
部
）

大
栄
商
事
㈱

㈱
イ
リ
ノ

榊
原
㈱

㈱
カ
ネ
ブ
ン

猪
飼
（
津
島
支
部
）

こ
の
道
ひ
と
す
じ

こ
の
道
ひ
と
す
じ

尾
張
名
古
屋
の
職
人
展

尾
張
名
古
屋
の
職
人
展

第
30
回

第
30
回

▲

手
作
り
体
験
す
る
子
供
達

▲

バ
ケ
ツ
製
作
中
の
佐
々
木
氏

▲

ボ
ウ
リ
ン
グ
風
景

▲

▲▲

あ
い
さ
つ
す
る小

野
寺
理
事
長

優
勝　
藤
井
敏
昭
（
中
央
）

２
位　
河
野
恵
多
（
右
側
）

３
位　
石
原
聡
史
（
左
側
）

優
勝　
近
藤
里
美
（
中
央
）

２
位　
山
口
鈴
子
（
右
側
）

３
位　
今
枝
由
美
子（
左
側
）
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9
月
度
の
動
き

【
県　
板
】

3
日	
中
央
会
第
2
回
県
大
会

　
　
　
　
実
行
委
員
会
並
び
に

　
　
　
表
彰
選
考
委
員
会

	

於
　
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ

	

出
席
者
　
理
事
長

4
日	

技
術
研
究
委
員
会

	

於
　
県
板
会
議
室

岡
崎
支
部
は
、
こ
こ
数
年

8
月
に
行
っ
て
い
た
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
大
会
に
変
え
て
、
今

年
は
式
年
遷
宮
を
迎
え
る
伊

勢
神
宮
参
拝
と
し
た
。

9
月
15
日
㈰
、
参
加
者
27

名
（
大
人
23
名
子
供
4
名
）

は
午
前
7
時
30
分
に
岡
崎
を

バ
ス
で
出
発
し
伊
勢
に
向

か
っ
た
。
数
日
前
か
ら
前
線

が
停
滞
し
て
お
り
雨
を
心
配

し
て
い
た
う
え
、
直
前
に

な
っ
て
台
風
18
号
が
発
生
し

た
た
め
、
さ
ら
に
天
候
が
不

安
で
あ
っ
た
。
三
重
県
に
入

る
と
、雨
が
降
り
出
し
、降
っ

た
り
止
ん
だ
り
の
天
気
に

な
っ
た
。

岡
崎
を
出
発
し
て
3
時
間

で
外
宮
に
到
着
。
天
気
は
曇

り
。
雨
が
い
つ
降
っ
て
も
お

か
し
く
な
い
雲
行
き
。
表
参

道
火
除
橋
を
渡
り
、
第
一
鳥

居
・
第
二
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て

正
宮
に
来
た
が
、
長
蛇
の
列

が
で
き
て
い
た
た
め
正
宮
の

参
拝
を
諦
め
て
別
宮
遥
拝
所

に
て
別
宮
を
参
拝
し
た
。
別

宮
は
、
土
宮
・
多
賀
宮
・
風

宮
が
あ
る
。
参
拝
後
は
自
由

行
動
に
な
り
、
記
者
は
時
間

を
気
に
し
な
が
ら
第
一
鳥
居

8
日	

名
古
屋
・
尾
張
連
合
会

合
同
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

	

於
　
名
古
屋

グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

16
日	

保
証
委
員
会

	

於
　
県
板
会
議
室

26
日	

「
尾
張
名
古
屋
の
職
人
展
」

　
　
　
の
搬
入

	

於
　
オ
ア
シ
ス
21

27
日
～
29
日
　

　
　
　「
尾
張
名
古
屋
の
職
人
展
」

	

於
　
オ
ア
シ
ス
21

【
各
支
部
】

名
古
屋
板
金
連
合
会

8
日
　
名
古
屋
・
尾
張
連
合
会

　
合
同
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会	

126
名

13
日
　
第
4
回
支
部
長
会	

11
名

・
職
人
展
最
終
打
ち
合
わ
せ

27
～
29
日
　
尾
張
名
古
屋
の

　
　
　
職
人
展
出
展	

24
名

東
北
支
部

20
日
　
例
会	

5
名

・
秋
期
旅
行
に
つ
い
て
、
他

昭
和
支
部

8
日
　
定
例
会	

5
名

瑞
穂
支
部

1
日
　
定
例
会	

17
名

中
川
・
港
支
部

26
日
　
定
例
会	

12
名

尾
張
板
金
連
合
会

8
日
　
名
古
屋
・
尾
張
連
合
会

　
合
同
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会	

126
名

津
島
支
部

5
日
　
定
例
会	

6
名

岡
崎
支
部

9
日
　
幹
部
会	

10
名

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

・
ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ア
に
つ
い
て

・
西
三
連
合
会
総
会
に
つ
い
て

15
日
　
伊
勢
神
宮
バ
ス
旅
行

豊
田
支
部

9
日
　
第
5
回
役
員
班
長
会	

18
名

・
県
板
他
各
種
報
告

の
横
に
あ
る「
せ
ん
ぐ
う
館
」

に
入
っ
た
。
そ
こ
は
式
年
遷

宮
の
資
料
館
で
、
外
宮
正
殿

の
模
型
、
神
宝
の
調
整
工
程
、

遷
年
祭
の
模
型
等
、
日
頃
テ

レ
ビ
で
し
か
目
に
す
る
事
が

な
い
展
示
品
を
目
の
前
で
見

る
こ
と
が
で
き
た
。
一
時
間

の
散
策
を
終
え
内
宮
へ
バ
ス

移
動
し
た
。

当
初
は
参
拝
後
に
「
す
し

久
」
に
て
昼
食
を
と
る
予
定

だ
っ
た
が
、
先
程
の
外
宮
の

賑
わ
い
を
見
て
、
昼
食
を
先

に
と
り
そ
の
後
は
自
由
行
動

と
な
っ
た
。

記
者
は
ま
ず
正
宮
に
向

か
っ
た
。
や
は
り
人
は
多

か
っ
た
が
、
最
前
列
で
参
拝

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
次
に

私
の
氏
神
様
で
あ
る
「
富

永
神
社
」
の
例
大
祭
は
10
月

に
執
り
行
わ
れ
る
。
毎
年
8

月
お
盆
が
明
け
る
と
殆
ど
毎

週
準
備
等
で
集
ま
り
が
あ
る
。

そ
し
て
殆
ど
毎
回
そ
の
流
れ

で
呑
み
会
と
な
る
。

元
来
ア
ル
コ
ー
ル
が
苦
手

な
私
は
、
生
中
1
杯
、
焼
酎

水
割
り
1
～
2
杯
が
限
界
。

ま
あ
、
1
軒
目
は
良
し
と

し
て
も
2
軒
目
、
3
軒
目
は

ウ
ー
ロ
ン
茶
た
っ
た
1
杯
で

付
き
合
う
事
と
な
る
。
で
、

会
計
は
当
然
割
り
勘
。
毎
回

超
高
級
ウ
ー
ロ
ン
茶
に
な
る

事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

酒
の
強
い
人
が
羨
ま
し
い

今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
　
M

十
月
二
日
㈬

四
九
七
号
　
編
集
会
議

広
報
委
員
　
六
名

理
事
長
　
出
席

午
後
二
時
半
開
会五

時
閉
会

荒
祭
宮
も
お
参
り
し
、
お
か

げ
横
町
や
お
は
ら
い
町
通
り

で
買
い
物
を
し
て
い
る
と
、

あ
っ
と
い
う
間
に
三
時
間
が

経
ち
集
合
時
間
と
な
り
帰
路

に
つ
い
た
。

途
中
、「
名
阪
関
ド
ラ
イ

ブ
イ
ン
」
に
立
ち
寄
り
、
岡

崎
に
着
い
た
の
は
午
後
5
時

45
分
だ
っ
た
。
道
中
以
外
雨

も
降
ら
ず
、
無
事
参
拝
で
き
、

楽
し
い
一
日
で
あ
っ
た
。

次
の
式
年
遷
宮
の
年
に
は

出
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
。

ご
存
知
で
し
た
か
？

一
般
的
に
女
神
を
祀
る
社

殿
は
鰹
木
偶
数
本
で
、
千
木

は
内
削
ぎ
（
先
端
が
水
平
）。

男
神
を
祀
る
の
は
鰹
木
奇
数

本
で
外
削
ぎ（
先
端
が
垂
直
）

で
す
が
、
内
宮
正
宮
、
外
宮

正
宮
と
も
女
神
を
祀
っ
て
い

ま
す
が
、
外
宮
は
鰹
木
9
本

で
、
千
木
は
外
削
ぎ
で
す
。

ち
な
み
に
、
内
宮
は
鰹
木
10

本
で
、
千
木
は
内
削
ぎ
で
す
。

ま
た
、
内
宮
の
別
宮
、
摂
社

等
は
男
神
、
女
神
に
か
か
わ

ら
ず
、
鰹
木
は
偶
数
本
で
千

木
は
内
削
ぎ
で
、
外
宮
の
別

宮
、
摂
社
等
も
男
神
、
女
神

に
か
か
わ
ら
ず
、
鰹
木
奇
数

本
で
千
木
は
外
削
ぎ
で
統
一

さ
れ
て
い
ま
す
。

参
拝
作
法
と
し
て
、
鳥
居

を
く
ぐ
る
時
に
は
一
礼
す
る

と
か
、
橋
や
参
道
は
真
ん
中

を
歩
か
な
い
と
か
、
手
水
舎

で
の
作
法
、
二
拝
二
拍
手
一

拝
等
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

基
本
中
の
基
本
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
正
宮
は
、
参
拝
に
来

た
挨
拶
と
今
ま
で
生
か
さ
れ

て
き
た
こ
と
の
感
謝
を
述
べ

る
所
で
あ
っ
て
、
個
人
的
な

願
い
事
は
控
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

厳
し
い
人
に
言
わ
せ
る
と
、

こ
こ
で
願
い
事
を
い
う
こ
と

は
罰
当
た
り
ら
し
い
で
す
よ
。

個
人
的
な
願
い
事
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
別
宮
で
あ
る
荒
祭
宮

と
多
賀
宮
で
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
た
厳
し
い

人
に
言
わ
せ
る
と
、
断
固
と

し
た
決
意
や
努
力
な
し
に
お

参
り
す
る
く
ら
い
な
ら
し
な

い
ほ
う
が
よ
い
ら
し
い
で
す
。

宇
野
（
岡
崎
支
部
）

西
尾
支
部

25
日
　
役
員
会	

11
名

・
西
三
連
合
会
の
事
業
に
つ
い
て

・
集
団
健
康
診
断
に
つ
い
て

東
三
支
部

3
日
　
役
員
会	

7
名

11
日
　
定
例
会	

22
名

岡
崎
支
部

岡
崎
支
部

伊
勢
神
宮
参
拝

伊
勢
神
宮
参
拝

編
集
後
記

▲

外
宮
に
て
記
念
撮
影


